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１． 人口動態の動き 

将来推計人口 

75 歳以上人口と 20 歳―74 歳人口 

年齢階級別の一人当たり医療費 

 

２． 日本財政と内閣府の「中長期試算」 

財政の現状 

歳出構造の変化と財政の硬直化 

社会保障関係費と社会保障給付費の関係 

社会保障給付の見通し 

受益と負担の関係 

内閣府の中長期試算 

ドーマー命題 

 

３． 改革のヒント 

改革の哲学と改革の脱政治化 

医療版マクロ経済スライドという自動調整メカニズムの試み 

年金のマクロ経済スライド 

自動調整メカニズムのイメージ 

改革（案）のポイント 

 国民（患者）の自己負担は増えない 

保険者の負担も増えない 

実現には政治的に JMAの組織的な理解が鍵を握るが、 

長期的には JMAにもメリットがある可能性も 

 


